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RXファミリ 
DTCのブロック転送モードとチェーン転送の設定例 

要旨 
本アプリケーションノートでは、RXファミリのデータトランスファコントローラ(以下、DTCとする)のブ
ロック転送とチェーン転送について説明します。 

 

対象デバイス 
・RX ファミリ ※ 

 
※ RX610、RX62N、RX621、RX62T、RX62G グループを除く。 

 

DTCのブロック転送とチェーン転送の設定例として、RX63Nグループを用いて説明しています。本アプリ
ケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分評価してく
ださい。 
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1. 仕様 
IRQを DTCの起動要因にして、DTCのブロック転送とチェーン転送を行います。 

外部割り込み要求端子(IRQ10)の立ち下がりエッジを検出すると、ブロック転送を行います。また、外部割
り込み要求端子(IRQ8)の立ち下がりエッジを検出すると、チェーン転送を行います。 

 

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1にブロック図を示します。 

 
表1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
DTCa ROMデータを RAMへ転送(ブロック転送、チェーン

転送) 
IRQ10 DTC（ブロック転送）の起動要因 
IRQ8 DTC（チェーン転送）の起動要因 
 
 

転送先データ
格納領域

転送元データ
格納領域

RAM

転送データ

データ転送

DTCIRQ10
IRQ8

DTCベクタ
テーブル

DTC転送情報

DTC転送情報

ROM

 

図1.1 ブロック図 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 
表2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン R5F563NBDDFC (RX63Nグループ) 
動作周波数 • メインクロック: 12MHz 

• PLL: 192MHz (メインクロック 1分周 16逓倍) 
• システムクロック(ICLK): 96MHz (PLL 2分周) 
• 周辺モジュールクロック B (PCLKB): 48MHz (PLL 4分周) 

動作電圧 3.3V 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 

 High-performance Embedded Workshop Version 4.09.01 
Cコンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 

 C/C++ Compiler Package for RX Family V.1.02 Release 01 
コンパイルオプション 
 -cpu=rx600 -output=obj="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug - 
nologo 
 (統合開発環境のデフォルト設定を使用しています) 

iodefine.hのバージョン Version 1.6A  
エンディアン リトルエンディアン 
動作モード シングルチップモード 
プロセッサモード スーパバイザモード 
サンプルコードのバージョン Version 1.00 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX63N (製品型名: R0K50563NC000BE) 
 
 
 

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ
い。 

 
• RX63Nグループ、RX631グループ 初期設定例 Rev.1.10（R01AN1245JJ） 
 
上記アプリケーションノートの初期設定関数を、本アプリケーションノートのサンプルコードで使用して
います。Revは本アプリケーションノート作成時点のものです。 
 最新版がある場合、最新版に差し替えて使用してください。最新版はルネサスエレクトロニクスホームペー
ジで確認および入手してください。 
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4. ブロック転送モードとチェーン転送の説明 
ブロック転送モードとチェーン転送について補足します。 

 

4.1 ブロック転送モードとは 
ブロック転送モードは、1 回の起動要因で 1ブロック(転送サイズ×ブロックサイズ)のデータを転送する
モードで、転送元、転送先のいずれかをブロック領域に設定します 

以下に、ブロック転送モードに関連するレジスタについて説明します。 

 

• MRA.SZビットと CRAHレジスタ 
MRA.SZ ビットと CRAH レジスタでは、転送サイズとブロックサイズを設定します。 

MRA.SZ ビットには転送サイズ、8、16、32ビットのいずれかが設定できます。 

CRAH レジスタにはブロックサイズ、1～256のいずれかが設定できます。 

図 4.1にブロック転送モード時の MRA.SZ ビットと CRAH レジスタの関係を示します 

 

8ビットデータ

8ビットデータ

8ビットデータ

1ブロック

ブロックサイズ:3

MRA.SZビット[1:0]   = 0    : 8ビット(バイト)転送
CRAHレジスタ          = 3    : ブロックサイズ:3
の場合

32ビットデータ

1ブロック

ブロックサイズ:5

MRA.SZビット[1:0]   = 2    : 32ビット(ロングワード)転送
CRAHレジスタ          = 5    : ブロックサイズ:5
の場合

32ビットデータ

32ビットデータ

32ビットデータ

32ビットデータ

 

図4.1 ブロック転送モード時の MRA.SZビットと CRAHレジスタの関係 
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• MRB.DTSビット 
MRB.DTSビットは転送元か転送先のどちらかをブロック領域に設定するビットです。1ブロックの転送が
終わると、転送元アドレスをブロック領域に指定した場合は SARが、転送先アドレスをブロック領域に指定
した場合は DARが初期化されます。図 4.2に 1ブロックの転送を示します。 

 

ブロック領域

MRA.SZビット[1:0]   = 0   : 8ビット(バイト)転送
CRAHレジスタ          = 3    : ブロックサイズ 3
MRB.DTSビット       = 0   : 転送先がブロック領域
MRA.SMビット[1:0]  = 2   : 転送後SARレジスタをインクリメント
MRB.DMビット[1:0]  = 2   : 転送後DARレジスタをインクリメント
の場合

DAR転送先SAR
転送元

③ 8ビットデータ

② 8ビットデータ

① 8ビットデータ

④ 8ビットデータ

アドレス

FFFF F000h

FFFF F001h

FFFF F002h

FFFF F003h

アドレス

0000 1000h

0000 1001h

0000 1002h

ブロック転送前

ブロック領域

転送先転送元アドレス

FFFF F000h

FFFF F001h

FFFF F002h

FFFF F003h

アドレス

0000 1000h

0000 1001h

0000 1002h

ブロック領域

転送先転送元アドレス

FFFF F000h

FFFF F001h

FFFF F002h

FFFF F003h

アドレス

0000 1000h

0000 1001h

0000 1002h

ブロック領域

転送先転送元アドレス

FFFF F000h

FFFF F001h

FFFF F002h

FFFF F003h

アドレス

0000 1000h

0000 1001h

0000 1002h

ブロック領域

DAR転送先

SAR

転送元

③ 8ビットデータ

② 8ビットデータ

① 8ビットデータ

④ 8ビットデータ

アドレス

FFFF F000h

FFFF F001h

FFFF F002h

FFFF F003h

アドレス

0000 1000h

0000 1001h

0000 1002h

ブロック転送

ブロック転送後

① 8ビットデータ

② 8ビットデータ
① 8ビットデータ

③ 8ビットデータ
② 8ビットデータ

① 8ビットデータ

③ 8ビットデータ

② 8ビットデータ

SAR

SAR

SAR

SAR

SAR

SAR

③ 8ビットデータ

② 8ビットデータ

① 8ビットデータ

④ 8ビットデータ

③ 8ビットデータ

② 8ビットデータ

① 8ビットデータ

④ 8ビットデータ

③ 8ビットデータ

② 8ビットデータ

① 8ビットデータ

④ 8ビットデータ

DAR

DAR

DAR

DAR

② 8ビットデータ

① 8ビットデータ

DAR

DAR

 

図4.2 1ブロックの転送 
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4.2 チェーン転送とは 
チェーン転送は、1回の起動要因で複数の転送情報を元にデータ転送をする機能です。ノーマル転送モー
ド、ブロック転送モード、リピート転送モードのいずれのモードでもできます。 

以下に、チェーン転送に関連するレジスタについて説明します。 
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• MRB.CHNSビット 
MRB.CHNSビットは MRB.CHNEビットが“1”(DTCチェーン転送許可)のときのチェーン転送実行の条
件を決めるビットです。MRB.CHNSビットが“0”のときは、無条件でチェーン転送を実行します。MRB.CHNS
ビットが“1”のときは、転送モードによってチェーン転送実行の条件が異なります。図 4.3に MRB.CHNS
ビットが“1”のときのノーマル転送モード時のチェーン転送例を示します。 

 

DTC転送情報(RAM)

MRA MRB 予約(0000h)

SAR(転送元アドレス)
FFFF F000h → FFFF F004h

DAR(転送先アドレス)
0000 1000h → 0000 1004h

CRA(転送回数)
2→1

CRB

3 2 1 0

0000 1000h32ビットデータ

-

-

-

32ビットデータ

32ビットデータ

・
・
・

MRA MRB 予約(0000h)

SAR(転送元アドレス)
FFFF F100h

DAR(転送先アドレス)
0000 1100h

CRA CRB

MRA MRB 予約(0000h)

SAR(転送元アドレス)
FFFF F004h → FFFF F008h

DAR(転送先アドレス)
0000 1004h → 0000 1008h

CRA(転送回数)
1→0

CRB

3 2 1 0

MRA MRB 予約(0000h)

SAR(転送元アドレス)
FFFF F100h → FFFF F104h

DAR(転送先アドレス)
0000 1100h → 0000 1104h

CRA(転送回数)
3→2

CRB

・
・
・

32ビットデータ

32ビットデータ

0000 1004h

0000 1100h

0000 1000h

FFFF F000h

FFFF F004h

FFFF F100h

FFFF F104h

 転送情報①

 転送情報②

転送情報①で実行
されるデータ転送

0000 1000h32ビットデータ

32ビットデータ

32ビットデータ

-

32ビットデータ

32ビットデータ

・
・
・

・
・
・

32ビットデータ

32ビットデータ

0000 1004h

0000 1100h

0000 1104h

FFFF F000h

FFFF F004h

FFFF F100h

FFFF F104h

 転送情報①

 転送情報②

転送情報①で実行
されるデータ転送

転送情報②で実行
されるデータ転送

0000 3370h

0000 3374h

0000 3378h

0000 337Ch

0000 3380h

0000 3384h

0000 3388h

0000 338Ch

0000 3370h

0000 3374h

0000 3378h

0000 337Ch

0000 3380h

0000 3384h

0000 3388h

0000 338Ch

アドレス

アドレス

RAM

ROM

・
・
・

RAM

ROM

転送情報①

MRA.SZビット[1:0]   = 2   : 32ビット(ロングワード)転送
MRA.MDビット[1:0]  = 0   : ノーマル転送
MRA.SMビット[1:0]  = 2   : 転送後SARレジスタをインクリメント
MRB.DMビット[1:0]  = 2   : 転送後DARレジスタをインクリメント
MRB.CHNEビット    = 1   : チェーン転送許可
MRB.CHNSビット    = 1   : 転送カウンタが1→0になったとき

　  チェーン転送を行う。
の場合

チェーン転送

転送情報①のCRA(転送回数)が
1→0になるまで、転送情報①しか
実行されない。

転送情報①のCRA(転送回数)が
1→0になったため、転送情報②が
実行される。(チェーン転送)

・
・
・

・
・
・

・
・
・

転送情報②

MRA.SZビット[1:0]   = 2   : 32ビット(ロングワード)転送
MRA.MDビット[1:0]  = 0   : ノーマル転送
MRA.SMビット[1:0]  = 2   : 転送後SARレジスタをインクリメント
MRB.DMビット[1:0]  = 2   : 転送後DARレジスタをインクリメント
MRB.CHNEビット    = 0   : チェーン転送禁止
の場合

アドレス

アドレス

DTC転送情報(RAM)

 

図4.3 ノーマル転送モード時のチェーン転送例 
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5. ハードウェア説明 

5.1 ハードウェア構成例 
図 5.1に接続例を示します。 

RX63Nグループ

IRQ10スイッチ入力

(SW1入力)

IRQ8スイッチ入力

(SW2入力)

 

図5.1 接続例 

 

5.2 使用端子一覧 
表 5.1に使用端子と機能を示します。 

 
表5.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
P02/IRQ10 入力 DTC（ブロック転送）の起動要因の SW入力 
P00/IRQ8 入力 DTC（チェーン転送）の起動要因の SW入力 
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6. ソフトウェア説明 
本サンプルコードでは、SWを押すと設定した回数の DTC転送を行い、設定回数の転送が完了すると IRQ
端子割り込み要求が発生します。 

割り込み処理では、DTC転送を再度行うため、DTCの転送情報を再設定しています。 

SW1を押すと、ブロック転送モードの DTC転送が行われ、5回の転送が完了すると、IRQ10端子割り込
みの処理を実行します。 

SW2を押すと、チェーン転送を使用した 2つのノーマル転送モードによる DTC転送が行われます。転送
が完了すると、IRQ8端子割り込みの処理を実行します。 

使用する周辺機能の設定を以下に示します。 

 

<DTC> 

[ブロック転送モードの DTC設定] 

• 起動要因    : IRQ10端子割り込み要求 
• DTCアドレスモード   : フルアドレスモード 
• 転送モード    : ブロック転送モード 
• 1ブロックサイズ   : 32 ビット(ロングワード)×3 
• 転送元アドレッシングモード : 転送後 SARレジスタをインクリメント 
• 転送元アドレス   : dtc_block_sar（ROM）の先頭アドレス 
• 転送先アドレッシングモード : 転送後 DARレジスタをインクリメント 
• 転送先アドレス   : dtc_block_dar（RAM）の先頭アドレス 
• データ転送単位   : 32ビット(ロングワード) 
• 転送回数    : 5回 
• チェーン転送   : 禁止 
• 割り込み    : 指定された転送終了後、CPUへの割り込み要求が発生 

 

[チェーン転送使用時の転送 1回目の DTC設定] 

• 起動要因    : IRQ8端子割り込み要求 
• DTCアドレスモード   : フルアドレスモード 
• 転送モード    : ノーマル転送モード 
• 転送元アドレッシングモード : 転送後 SARレジスタをインクリメント 
• 転送元アドレス   : dtc_chain0_sar(ROM)の先頭アドレス 
• 転送先アドレッシングモード : 転送後 DARレジスタをインクリメント 
• 転送先アドレス   : dtc_chain0_dar(RAM)の先頭アドレス 
• データ転送単位   : 32ビット(ロングワード) 
• 転送回数    : 3回 
• チェーン転送   : 許可 
• チェーン転送選択   : 連続してチェーン転送を行う 
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[チェーン転送使用時の転送 2回目の DTC設定] 

• DTCアドレスモード   : フルアドレスモード 
• 転送モード    : ノーマル転送モード 
• 転送元アドレッシングモード : 転送後 SARレジスタをインクリメント 
• 転送元アドレス   : dtc_chain1_sar(ROM)の先頭アドレス 
• 転送先アドレッシングモード : 転送後 DARレジスタをインクリメント 
• 転送先アドレス   : dtc_chain1_dar(RAM)の先頭アドレス 
• データ転送単位   : 32ビット(ロングワード) 
• 転送回数    : 3回 
• チェーン転送   : 禁止 
• 割り込み    : 指定された転送終了後、CPUへの割り込み要求が発生 

 

<IRQ10> 

• 検出方法    : 立ち下がりエッジ 
• デジタルフィルタ   : 有効(PCLK/64) 
• 割り込み    : 使用する(DTCの起動要因) 

 

<IRQ8> 

• 検出方法    : 立ち下がりエッジ 
• デジタルフィルタ   : 有効(PCLK/64) 
• 割り込み    : 使用する(DTCの起動要因) 
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6.1 DTCの設定 

6.1.1 DTCの初期設定 
(1) 転送情報を配置 

MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRBレジスタは DTCの内部レジスタです。CPUから直接アクセス
することはできません。これら内部レジスタの設定値は RAM領域に転送情報として配置します。図 6.1
にリトルエンディアンの場合の転送情報の配置を示します。 

 

DTC転送情報
(dtc_info_block)

MRA MRB 予約(0000h)

SAR

DAR

CRA CRB

3 2 1 0

4n

4(n+1)

4(n+2)

4(n+3)

/* **** DTC Transfer information data **** */
#pragma bit_order left
#pragma unpack
struct st_dtc_full{
　　　　union{
　　　　　　　　uint32_t LONG;
　　　　　　　　struct{
　　　　　　　　　　　　uint32_t MRA_MD :2;
　　　　　　　　　　　　uint32_t MRA_SZ :2;
　　　　　　　　　　　　uint32_t MRA_SM :2;
　　　　　　　　　　　　uint32_t :2;
　　　　　　　　　　　　uint32_t MRB_CHNE :1;
　　　　　　　　　　　　uint32_t MRB_CHNS :1;
　　　　　　　　　　　　uint32_t MRB_DISEL :1;
　　　　　　　　　　　　uint32_t MRB_DTS :1;
　　　　　　　　　　　　uint32_t MRB_DM :2;
　　　　　　　　　　　　uint32_t :2;
　　　　　　　　　　　　uint32_t :16;
　　　　　　　　}BIT;
　　　　}MR;
　　　　void * SAR;
　　　　void * DAR;
　　　　struct{
　　　　　　　　uint32_t CRA:16;
　　　　　　　　uint32_t CRB:16;
　　　　}CR;
};
#pragma bit_order
#pragma packoption

static dtc_full_t dtc_info_block; 
static dtc_full_t dtc_info_chain[2];

DTC転送情報
(dtc_info_chain)

MRA MRB 予約(0000h)

SAR

DAR

CRA CRB

アドレス
(RAM) 3 2 1 0

4m

4(m+1)

4(m+2)

4(m+3)

MRA MRB 予約(0000h)

SAR

DAR

CRA CRB

4(m+4)

4(m+5)

4(m+6)

4(m+7)

サンプルコードから抜粋

サンプルコードでは上記の構造体を宣言し、

RAM領域にDTC転送情報を配置しています

アドレス
(RAM)

 

図6.1 転送情報の配置 
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(2) セクションの追加 

DTCは起動要因に応じて、DTCベクタテーブルから指定された転送情報を読み出します。DTCベクタ
テーブルには、転送情報の先頭アドレスを設定します。 

サンプルコードでは、DTCベクタテーブルの先頭 3000h(RAM )に配置するため、セクション(以降、
DTC_SECTION とする)を追加しています。セクションの追加は、統合開発環境 High-performance 
Embedded Workshop(以降 HEWとする)の Map Section Informationウィンドウで設定しています。セ
クションの追加／変更および削除の詳細は、最新の High-performance Embedded Workshop ユーザー
ズマニュアルを参照してください。 

 

■HEWでのセクションの追加方法 

以下の手順で HEWの Map Section Informationウィンドウを開きます。 

1. メニューバーから[表示 -> マップ]を選択します。 

2. [マップ種別]ドロップダウンリストから"Map Section Information"を選択します。 

3. [OK]ボタンをクリックします。 

 

[Map Section Informationウィンドウ] 
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ツールバーから[セクション情報編集モードボタン]をクリックします。 

 
 

ツールバーから[セクショングループ追加ボタン]をクリックし、セクション開始アドレスとセクション
グループ名を設定します。サンプルコードでは、セクション開始アドレスを 3000h、セクショングルー
プ名を DTC_SECTIONに設定します。 

 
 

ツールバーから[セクション情報編集モードボタン]をクリックし、変更したリンカセクション情報を確
定させます。 

 

セクションが追加される 

セクション情報編集モードボタン 

セクション情報編集モードボタンを押すと、追加
したセクションが設定される 

セクション情報編集モードボタン 

セクショングループ追加ボタン 
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(3) DTCベクタテーブルの配置 

追加した DTC_SECTIONに DTCベクタテーブルを配置します。図 6.2に DTCベクタ―ブルを配置する
ためのサンプルコードと、DTCベクタテーブルの範囲を示します。セクションについては、最新の RX 
ファミリ C/C++コンパイラパッケージユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

0000 3000h

0000 33FFh

DTCベクタテーブル

アドレス#pragma section B DTC_SECTION
void * dtc_vect_table[256]; 
#pragma section

サンプルコードから抜粋

サンプルコードでは、DTC_SECTIONの先頭アド
レス3000hから33FFhの400hの領域に、DTCベクタ
テーブルを配置します。

 

図6.2  DTCベクタテーブルの配置 
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(4) DTC転送情報の先頭アドレスを DTCベクタテーブルに設定 

DTCベクタテーブルに転送情報の先頭アドレスを設定します。サンプルコードでは、IRQ10 割り込み
と IRQ8 割り込み要求発生時に DTC転送が行われるように転送情報を設定しています。図 6.3に DTC
ベクタテーブルへの DTC転送情報の設定を示します。 

 

0

0000 3000h

0000 33FFh

0000 3128h
dtc_info_chainの
先頭アドレスを設定

DTCベクタテーブル

アドレス

dtc_info_blockの
先頭アドレスを設定

0000 3120h

0000 3123h

0000 312Bh

IRQ10割り込み要求発生
時にDTC転送実行

DTC転送情報
(dtc_info_block)

MRA MRB 予約(0000h)

SAR

DAR

CRA CRB

3 2 1 0

4n

4(n+1)

4(n+2)

4(n+3)

DTC転送情報
(dtc_info_chain)

MRA MRB 予約(0000h)

SAR

DAR

CRA CRB

アドレス
(RAM) 3 2 1 0

4m

4(m+1)

4(m+2)

4(m+3)

MRA MRB 予約(0000h)

SAR

DAR

CRA CRB

4(m+4)

4(m+5)

4(m+6)

アドレス
(RAM)

4(m+7)

IRQ8割り込み要求発生
時にDTC転送実行

DTCベクタテーブルにDTC転送情報の先頭アドレスを設定します。
サンプルコードでは、IRQ10割り込み要求でブロック転送、IRQ8割り込み
要求でチェーン転送を実行します。

以下にIRQ10割り込み要求でブロック転送を実行するときのDTCベクタテ
ーブルへのアドレスの設定例を示します。

例: IRQ10割り込み要求でブロック転送を実行する場合
　　・DTCベクタテーブルの先頭アドレスが3000h
　　・IRQ10割り込みのベクタ番号が74
　　・DTC転送情報のアドレスが4バイト

　　DTCベクタテーブルに配置するアドレスを計算する

            3000h + ( 74 × 4 ) = 3128h

　アドレス3128hにdtc_info_blockの先頭アドレスを設定する。

 

図6.3  DTCベクタテーブルへの DTC転送情報の設定 
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6.1.2 DTC関連レジスタの再設定 
再度 DTC転送する場合、転送完了後に再設定が必要なレジスタがあります。表 6.1に DTC関連レジスタ
の再設定を、表 6.2に指定した回数のデータ転送終了後の SAR、DARの値を示します。 

 

表6.1 再設定する DTC関連レジスタ 

レジスタ名 再設定 内容 
DTCERn（n = 割
り込みベクタ番

号） 

必須 指定した回数のデータ転送が終了したとき（チェーン転送の場合は、最後の

チェーン転送の指定した回数のデータ転送が終了したとき）DTCEビットが
“0”(DTC起動禁止)になるため、再設定する必要があります。 

MRA 任意 前回と同様の転送をする場合は再設定不要です。 
MRB 任意 前回と同様の転送をする場合は再設定不要です。 
SAR、DAR 任意 各転送モードと MRA.SM[1:0]ビット、MRB.DM[1:0]ビットの設定に依存しま

す。詳細は表 6.2を参照。 
CRA 転送モード

に依存 
ノーマル転送モード 指定した回数のデータ転送が終了したとき、再設定

をする必要があります。 
リピート転送モード 転送回数を変更する場合を除き、再設定の必要はあ

りません。 
ブロック転送モード ブロックサイズを変更する場合を除き、再設定の必

要はありません。 
CRB 転送モード

に依存 
ブロック転送モードのみで使用するレジスタです。指定した回数のデータ転

送が終了したとき、再設定をする必要があります。 
DTCVBR 不要 - 
DTCST 不要 - 
DTCADMOD 不要 - 

 

 

表6.2 指定した回数のデータ転送終了後の SAR、DARの値 

MRA.MD[1:0] 
ビットの設定 

MRA.SM[1:0]ビッ
トの設定 

MRB.DM[1:0] 
ビットの設定 

MRB.DTS 
ビットの設定 

SARの値 DARの値 

ノーマル転送

モード 
アドレス固定 アドレス固定 - 初期設定値 初期設定値 
アドレスをインク

リメント、または

デクリメント 

アドレスをインク

リメント、または

デクリメント 

- インクリメン

ト、またはデクリ

メントされた値 

インクリメン

ト、またはデクリ

メントされた値 
リピート転送

モード 
アドレスをインク

リメント、または

デクリメント 

アドレスをインク

リメント、または

デクリメント 

SARをリピー
ト領域に指定 

初期設定値 インクリメン

ト、またはデクリ

メントされた値 
アドレスをインク

リメント、または

デクリメント 

アドレスをインク

リメント、または

デクリメント 

DARをリピー
ト領域に指定 

インクリメン

ト、またはデクリ

メントされた値 

初期設定値 

ブロック転送

モード 
アドレスをインク

リメント、または

デクリメント 

アドレスをインク

リメント、または

デクリメント 

SARをブロッ
ク領域に指定 

初期設定値 インクリメン

ト、またはデクリ

メントされた値 
アドレスをインク

リメント、または

デクリメント 

アドレスをインク

リメント、または

デクリメント 

DARをブロッ
ク領域に指定 

インクリメン

ト、またはデクリ

メントされた値 

初期設定値 
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6.2 ファイル構成 
表 6.3にサンプルコードで使用するファイル、表 6.4に標準インクルードファイル、表 6.5に参照する関連
アプリケーションノートの関数と設定値を示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイルは除き
ます。 

 
表6.3 サンプルコードで使用するファイル 

ファイル名 概要 
main.c メイン処理 
r_init_stop_module.c リセット後に動作している周辺機能の停止 
r_init_stop_module.h r_init_stop_module.c のヘッダファイル 
r_init_non_existent_port.c 存在しないポートの初期設定 
r_init_non_existent_port.h r_init_non_existent_port.c のヘッダファイル 
r_init_clock.c クロック初期設定 
r_init_clock.h r_init_clock.c のヘッダファイル 
dtc.c ブロック転送、チェーン転送 
dtc.h dtc.cのヘッダファイル 
 
 
表6.4 標準インクルードファイル 

ファイル名 概要 
stdint.h 指定した幅の整数型を宣言してマクロを定義します。 
stdbool.h 論理型、および論理値に関するマクロを定義します。 
machine.h RXファミリ用組み込み関数の形式を定義します。 
 
 
表6.5 参照する関連アプリケーションノートの関数と設定値 

       (RX63Nグループ、RX631グループ 初期設定例) 

ファイル名 関数 設定値 
r_init_stop_module.c R_INIT_StopModule() DMAC/DTC、EXDMAC、RAM0、

RAM1はモジュールストップ解除 
r_init_stop_module.h -  
r_init_non_existent_port.c R_INIT_NonExistentPort()  
r_init_non_existent_port.h - 176ピン版を指定 
r_init_clock.c R_INIT_Clock()  
r_init_clock.h - サブクロックを使用しない 
 
 



RXファミリ DTCのブロック転送モードとチェーン転送の設定例 

R01AN2130JJ0100  Rev.1.00  Page 19 of 31 
2014.07.01  

 

6.3 オプション設定メモリ 
表 6.6にサンプルコードで使用するオプション設定メモリの状態を示します。必要に応じて、お客様のシス
テムに最適な値を設定してください。 

 
表6.6 サンプルコードで使用するオプション設定メモリ 

シンボル アドレス 設定値 内容 
OFS0 FFFF FF8Fh～FFFF FF8Ch FFFF FFFFh リセット後、IWDTは停止 

リセット後、WDTは停止 
OFS1 FFFF FF8Bh～FFFF FF88h FFFF FFFFh リセット後、電圧監視 0リセット無効 

リセット後、HOCO発振が無効 
MDES FFFF FF83h～FFFF FF80h FFFF FFFFh リトルエンディアン 
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6.4 構造体/共用体一覧 
図 6.4にサンプルコードで使用する構造体/共用体を示します。 

/* **** DTC Transfer information data **** */
#pragma bit_order left /* ビットフィールドの並び順指定: 上位ビット側からメンバを割り付ける*/
#pragma unpack /* 構造体メンバの境界調整数指定: メンバの型でアライメントする */
typedef struct
{

union
{

uint32_t LONG;
struct
{

uint32_t MRA_MD :2;
uint32_t MRA_SZ :2;
uint32_t MRA_SM :2;
uint32_t           :2;
uint32_t MRB_CHNE :1;
uint32_t MRB_CHNS :1;
uint32_t MRB_DISEL :1;
uint32_t MRB_DTS :1;
uint32_t MRB_DM :2;
uint32_t           :2;
uint32_t           :16;

} BIT;
} MR;
void * SAR;

   void * DAR;
   struct

{
uint32_t CRA:16;
uint32_t CRB:16;

} CR;
}dtc_full_t;
#pragma packoption /* 構造体メンバの境界調整数指定の終了 */
#pragma bit_order /* ビットフィールドの並び順指定の終了 */  

図6.4 サンプルコードで使用する構造体/共用体 
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6.5 変数一覧 
表 6.7にstatic型変数を、表 6.8にconst型変数を示します。 

 
表6.7 static型変数 

型 変数名 内容 使用関数 
static dtc_full_t dtc_info_block DTC転送情報(ブロック転送) DTC_Init 

Excep_ICU_IRQ10 
static dtc_full_t dtc_info_chain[2] DTC転送情報(チェーン転送) DTC_Init 

Excep_ICU_IRQ8 
static uint32_t dtc_block_dar dtc_info_blockの転送先領域 DTC_Init 
static uint32_t dtc_chain0_dar dtc_info_chain[0]の転送先領域 DTC_Init 
static uint32_t dtc_chain1_dar dtc_info_chain[1]の転送先領域 DTC_Init 
static void* dtc_vect_table[25

6] 
DTCベクタテーブル DTC_Init 

 
 
表6.8 const型変数 

型 変数名 内容 使用関数 
static const uint32_t dtc_block_sar[15] dtc_info_blockの転送元領域 DTC_Init 

Excep_ICU_IRQ10 
static const uint32_t dtc_chain0_sar[3] dtc_info_chain[0]の転送元領域 DTC_Init 

Excep_ICU_IRQ8 
static const uint32_t dtc_chain1_sar[3] dtc_info_chain[1]の転送元領域 DTC_Init 

Excep_ICU_IRQ8 
 
 

6.6 関数一覧 
表 6.9に関数を示します。 

 
表6.9 関数 

関数名 概要 記載ファイル 
main メイン処理 main.c 
port_init ポート初期設定 main.c 
R_INIT_StopModule リセット後に動作している周辺機能の停止 r_init_stop_module.c 
R_INIT_NonExistentPort 存在しないポートの初期設定 r_init_non_existent_port.c 
R_INIT_Clock クロック初期設定 r_init_clock.c 
peripheral_init 周辺機能初期設定 main.c 
IRQ_Init IRQ初期設定 main.c 
DTC_Init DTC初期設定 dtc.c 
Excep_ICU_IRQ10 IRQ10割り込み処理 dtc.c 
Excep_ICU_IRQ8 IRQ8割り込み処理 dtc.c 
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6.7 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

 
main 
概 要 メイン処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void main(void) 
説 明 SW1(IRQ10)と SW2(IRQ8)の入力を待ちます。 
引 数 なし  
リターン値 なし 

 
 
port_init 
概 要 ポート初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void port_init(void) 
説 明 ポートの初期設定を行います。 
引 数 なし  
リターン値 なし 

 
 
R_INIT_StopModule 
概 要 リセット後に動作している周辺機能の停止 
ヘッダ r_init_stop_module.h 
宣 言 void R_INIT_StopModule(void) 
説 明 モジュールストップ状態へ遷移する設定を行います。 
引 数 なし  
リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは、モジュールストップ状態への遷移は行っていません。 

本関数の詳細は、アプリケーションノート「RX63Nグループ、RX631グループ 初
期設定例 Rev.1.10」を参照してください。 

 
 
R_INIT_NonExistentPort 
概 要 存在しないポートの初期設定 
ヘッダ r_init_non_existent_port.h 
宣 言 void R_INIT_NonExistentPort(void) 
説 明 176ピン未満の製品に対して、存在しないポートの端子に対応するポート方向レジス

タの初期設定を行います。 
引 数 なし  
リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは、176ピン版(PIN_SIZE=176)に設定しています。 

本関数をコールした後に、存在しないポートを含む PDR、PODRレジスタへバイト
単位で書き込む場合、存在しないポートの方向制御ビットには“1”、ポート出力デー
タ格納ビットには“0”を設定してください。 
本関数の詳細は、アプリケーションノート「RX63Nグループ、RX631グループ 初
期設定例 Rev.1.10」を参照してください。 
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R_INIT_Clock 
概 要 クロック初期設定 
ヘッダ r_init_clock.h 
宣 言 void R_INIT_Clock(void) 
説 明 クロックの初期設定を行います。 
引 数 なし  
リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは、システムクロックを PLLとし、サブクロックを使用しない処

理を選択しています。 
本関数の詳細は、アプリケーションノート「RX63Nグループ、RX631グループ 初
期設定例 Rev.1.10」を参照してください。 

 
 
peripheral_init 
概 要 周辺機能初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void peripheral_init(void) 
説 明 使用する周辺機能の初期設定を行います。 
引 数 なし  
リターン値 なし 

 
 
IRQ_Init 
概 要 IRQ初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 static void IRQ_Init(void) 
説 明 IRQ10と IRQ8の初期設定を行います。 
引 数 なし  
リターン値 なし 

 
 
dtc_init 
概 要 DTC初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 static void dtc_init(void) 
説 明 DTCの初期設定を行います。 
引 数 なし  
リターン値 なし 

 
 
Excep_ICU_IRQ10 
概 要 IRQ10割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 static void Excep_ICU_IRQ10 (void) 
説 明 再度、ブロック転送モードの DTC転送を行うためにレジスタを再設定します。 
引 数 なし  
リターン値 なし 
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Excep_ICU_IRQ8 
概 要 IRQ8割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 static void Excep_ICU_IRQ8 (void) 
説 明 再度、チェーン転送の DTC転送を行うためにレジスタを再設定します。 
引 数 なし  
リターン値 なし 
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6.8 フローチャート 

6.8.1 メイン処理 
図 6.5にメイン処理のフローチャートを示します。 

main

クロック初期設定
R_INIT_Clock()

周辺機能初期設定
peripheral_init()

マスカブル割り込み禁止 Iフラグ ← 0

マスカブル割り込み許可 Iフラグ ← 1

存在しないポートの初期設定

R_INIT_NonExistentPort()

ポート初期設定
port_init()

リセット後に動作している

周辺機能の停止
R_INIT_StopModule()

DTCモジュール動作 DTCSTレジスタ ← 01h
DTCSTビット = 1 :DTCモジュール動作

 

図6.5 メイン処理 

 

6.8.2 ポート初期設定 
図 6.6にポート初期設定のフローチャートを示します。 

port_init

return

ポートモードを設定 PORT0.PMRレジスタ
　B0ビット ← 0 :P00/IRQ8 : 汎用入出力ポートとして使用
　B2ビット ← 0 :P02/IRQ10: 汎用入出力ポートとして使用

ポート方向を設定 PORT0.PDRレジスタ
B0ビット ← 0 :P00/IRQ8   : 入力
B2ビット ← 0 :P02/IRQ10 : 入力

 

図6.6 ポート初期設定 
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6.8.3 周辺機能初期設定 
図 6.7に周辺機能初期設定のフローチャートを示します。 

peripheral_init

return

DTC初期設定
DTC_init()

IRQ初期設定
IRQ_init()

 

図6.7 周辺機能初期設定 
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6.8.4 IRQ初期設定 
図 6.8、図 6.9にIRQ初期設定のフローチャートを示します。 

IRQ_init

IRQ10ポート設定 PWPRレジスタ
B0WIビット ← 0 :PFSWEビットへの書き込み許可

PWPRレジスタ
　PFSWEビット ← 1 :PFSレジスタへの書き込み許可
P02PFSレジスタ
　ISELビット ← 1 :IRQ10入力端子として使用する
PWPRレジスタ
　PFSWEビット ← 0 :PFSレジスタへの書き込み禁止
PWPRレジスタ
　B0WIビット ← 1 :PFSWEビットへの書き込み禁止

IRQ10割り込み要求を禁止
IER09レジスタ

IEN2ビット ← 0

IRQ10デジタルフィルタ無効
IRQFLTE1レジスタ

FLTEN10ビット ← 0

IRQ10サンプリングクロックを設定
IRQFLTC1レジスタ
　FCLKSEL10[1:0]ビット ← 3 :PCLKB/64

IRQ10検出方法を設定 IRQCR10レジスタ ← 04h
　IRQMD[1:0]ビット = 01b :立ち下がりエッジ

IRQ10割り込み要求をクリア IR074レジスタ
　IRフラグ ← 0

IRQ10デジタルフィルタ有効 IRQFLTE1レジスタ
　FLTEN10ビット ← 1

IRQ8割り込み要求を禁止
IER09レジスタ

IEN0ビット ← 0

IRQ8デジタルフィルタ無効
IRQFLTE1レジスタ

FLTEN0ビット ← 0

IRQ8サンプリングクロックを設定
IRQFLTC1レジスタ
　FCLKSEL8[1:0]ビット ← 3 :PCLKB/64

IRQ8ポート設定 PWPRレジスタ
B0WIビット ← 0 :PFSWEビットへの書き込み許可

PWPRレジスタ
　PFSWEビット ← 1 :PFSレジスタへの書き込み許可
P00PFSレジスタ
　ISELビット ← 1 :IRQ8入力端子として使用する
PWPRレジスタ
　PFSWEビット ← 0 :PFSレジスタへの書き込み禁止
PWPRレジスタ
　B0WIビット ← 1 :PFSWEビットへの書き込み禁止

IRQ10割り込み要求を許可 IER09レジスタ
IEN2ビット ← 1

IRQ10割り込み優先レベルを設定 IPR074レジスタ
IPR[3:0]ビット ← 1

DTCER074レジスタ
DTCEビット ← 1

IRQ10割り込み要求による、DTC
起動の許可

A

 

図6.8 IRQ初期設定(1) 
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return

IRQ8検出方法を設定 IRQCR8レジスタ ← 04h
　IRQMD[1:0]ビット = 01b :立ち下がりエッジ

IRQ8割り込み要求をクリア IR072レジスタ
　IRフラグ ← 0

IRQ8デジタルフィルタ有効 IRQFLTE1レジスタ
　FLTEN8ビット ← 1

IRQ8割り込み要求を許可 IER09レジスタ
IEN0ビット ← 1

IRQ8割り込み優先レベルを設定 IPR072レジスタ
IPR[3:0]ビット ← 1

DTCER072レジスタ
DTCEビット ← 1

IRQ8割り込み要求による、DTC
起動の許可

A

 

図6.9 IRQ初期設定(2) 
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6.8.5 DTC初期設定 
図 6.10にDTC初期設定のフローチャートを示します。 

DTCCRレジスタ
RRSビット ← 0 :転送情報リードスキップを行わない

DTC_init

return

転送情報リードスキップを禁止

DTCSTレジスタ ← 00h
DTCSTビット = 0 :DTCモジュール停止DTCモジュール停止

DTCADMODレジスタ ← 00h
SHORTビット = 0 :フルアドレスモードDTCアドレスモードを設定

ブロック転送モードの
DTC転送情報の設定

チェーン転送の
DTC転送情報の設定(1)

DTCVBRレジスタ ← dtc_vect_tableのアドレスベクタベースアドレスを設定

dtc_info_block.MR.LONG ← 0000 0000h : “0”で初期化
dtc_info_block.MR.BIT.MRA_MD ← 2 : ブロック転送モード
dtc_info_block.MR.BIT.MRA_SZ ← 2 : 32ビット(ロングワード)転送
dtc_info_block.MR.BIT.MRA_SM ← 2 : 転送後、SARレジスタをインクリメント
dtc_info_block.MR.BIT.MRB_CHNE ← 0 : チェーン転送禁止
dtc_info_block.MR.BIT.MRB_DISEL ← 0 : 指定されたデータ転送終了時、

 CPUへの割り込みが発生
dtc_info_block.MR.BIT.MRB_DTS ← 0 : 転送先がリピート領域またはブロック領域
dtc_info_block.MR.BIT.MRB_DM ← 2 : 転送後、DARレジスタをインクリメント
dtc_info_block.SAR ← dtc_block_sarのアドレス
dtc_info_block.DAR ← dtc_block_darのアドレス
dtc_info_block.CR.CRA ← 0303h : DTCブロック転送のブロックサイズ
dtc_info_block.CR.CRB ← 0005h : ブロック転送モードのDTC転送回数

dtc_info_chain[0].MR.LONG ← 0000 0000h : “0”で初期化
dtc_info_chain[0].MR.BIT.MRA_MD ← 0 : ノーマル転送モード
dtc_info_chain[0].MR.BIT.MRA_SZ ← 2 : 32ビット(ロングワード)転送
dtc_info_chain[0].MR.BIT.MRA_SM ← 2 : 転送後SARレジスタをインクリメント
dtc_info_chain[0].MR.BIT.MRB_CHNE ← 1 : チェーン転送許可
dtc_info_chain[0].MR.BIT.MRB_CHNS ← 0 : 連続してチェーン転送を行う
dtc_info_chain[0].MR.BIT.MRB_DISEL ← 0 : 指定されたデータ転送終了時、

CPUへの割り込みが発生
dtc_info_chain[0].MR.BIT.MRB_DM ← 0 : DARレジスタはアドレス固定
dtc_info_chain[0].SAR ← dtc_chain0_sarのアドレス
dtc_info_chain[0].DAR ← dtc_chain0_darのアドレス
dtc_info_chain[0].CR.CRA ← 0003h : DTCの転送回数
dtc_info_chain[0].CR.CRB ← 0000h : ノーマル転送では使用しません

dtc_info_chain[1].MR.LONG 0000 0000h : “0”で初期化
dtc_info_chain[1].MR.BIT.MRA_MD ← 0 : ノーマル転送モード
dtc_info_chain[1].MR.BIT.MRA_SZ ← 2 : 32ビット(ロングワード)転送
dtc_info_chain[1].MR.BIT.MRA_SM ← 2 : 転送後SARレジスタをインクリメント
dtc_info_chain[1].MR.BIT.MRB_CHNE ← 0 : チェーン転送禁止
dtc_info_chain[1].MR.BIT.MRB_DISEL ← 0 : 指定されたデータ転送終了時、

CPUへの割り込みが発生
dtc_info_chain[1].MR.BIT.MRB_DM ← 0 : DARレジスタはアドレス固定
dtc_info_chain[1].SAR ← dtc_chain1_sarのアドレス
dtc_info_chain[1].DAR ← dtc_chain1_darのアドレス
dtc_info_chain[1].CR.CRA ← 0003h : DTCの転送回数
dtc_info_chain[1].CR.CRB ← 0000h : ノーマル転送では使用しません

dtc_vect_table[72] ← dtc_info_chain[0]のアドレスDTCベクタに
DTC転送情報のアドレスを設定

dtc_vect_table[74] ← dtc_info_blockのアドレスDTCベクタに
DTC転送情報のアドレスを設定

チェーン転送の
DTC転送情報の設定(2)

 

図6.10 DTC初期設定 
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6.8.6 IRQ10割り込み処理 
図 6.11にIRQ10割り込み処理のフローチャートを示します。 

return

DTC転送情報の再設定 dtc_info_block.SAR ← dtc_block_sarのアドレス
dtc_info_block.CR.CRB ← 0005h : ブロック転送モードのDTC転送回数

DTCER074レジスタ
DTCEビット ← 1

IRQ10割り込み要求による、DTC
起動の許可

Excep_ICU_IRQ10

 

図6.11 IRQ10割り込み処理 

 

6.8.7 IRQ8割り込み処理 
図 6.12にIRQ8割り込み処理のフローチャートを示します。 

return

DTC転送情報の再設定 dtc_info_chain[0].SAR ← dtc_chain0_sarのアドレス
dtc_info_chain[0].CR.CRA ← 0003h : DTC転送回数
dtc_info_chain[1].SAR ← dtc_chain1_sarのアドレス
dtc_info_chain[1].CR.CRA ← 0003h : DTC転送回数

DTCER072レジスタ
DTCEビット ← 1

IRQ8割り込み要求による、DTC
起動の許可

Excep_ICU_IRQ8

 

図6.12 IRQ8割り込み処理 
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7. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 

 
 

8. 参考ドキュメント 
ユーザーズマニュアル：ハードウェア 

RXファミリ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.80 （R01UH0041JJ） 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
テクニカルアップデート／テクニカルニュース 
（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
ユーザーズマニュアル：開発環境 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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